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1� にࡵࡌࡣ

1�1� 研究背景と目的

　2015 年 4 月 25 ᪥にⓎ⏕したࢿパール地震ཬࡧその

వ震により、ࢿパール域で⏒大な人的、物的⿕ᐖが

た。震災によるṚ者は国でࡌ⏕ 8��73 人にのࡰり、

⿕ル㒆の建物ࣉタࢡル㒆、バࣉ㒆、ࣛࣜトࢬトマン࢝

ᐖはそれࡒれ壊 ��973 戸、1��512 戸、18�900 戸、༙

壊 50�753 戸、5�987 戸、9�090 戸であった文 1）。ୡ⏺

㑇⏘を含ࡴṔྐ的建造物がᦆയを受けた、一般住民

がᒃ住している住宅のಽ壊がከᩘⓎ⏕し、住宅建が

ㄢ㢟となっている。

　建物⿕ᐖが᭱も大きいバࢡタࣉル㒆は࢝トマンࢬ┅

地の東に⨨し、その中、中ୡ⋤ᐑ都市であるバࢡタ

ル市は、252ࣉ 人のṚ者と壊 5�98� 戸、༙壊 25�092

戸の⿕ᐖが出た文 1）。本研究はバࢡタࣉル市ᪧ市⾤地

に⨨するࢳ࢝ࢸョ・トル（7HNKDFKR 7ROH）の一部を

ㄪᰝ対象とし、震災⿕ᐖによるᒃ住ᙧ態の変化を明ら

かにすることを目的とする。

1��� ᪤ 研究と本研究の⨨࡙ࡅ

、地のᒃ住ᙧ態に関しては┅ࢬトマン࢝・パールࢿ　

住༊と住宅の空間構ᡂに着目した研究（㯮ᕝら文 2））

や住まいにおける空間ㄆ㆑の視点からの研究（ࢪࣛࣉ

ࣕパࢸら文 3）4）、㇂ෆら文 5））の、バࢡタࣉルのᒃ

住事例をᢅったᑠ⏿ら文�）の研究がある。

　一᪉、⿕災後におけるࢿパールᪧ市⾤地に関する研

究は、ࢧキࣕら文 7）が 1934 年大地震後の㑊㞴実態を対

象としたものがあるが、震災がᒃ住ᙧ態にཬࡰすᙳ㡪

に着目した研究はない。本研究では、⿕災後のᛂ急ᮇ

における対ᛂの視点から、震災によるᒃ住ᙧ態の変化

に↔点をᙜてる。

1��� 研究方法

�1� ㄪᰝ対象ᆅ

　本研究の対象地は、バࢡタࣉル市のすഃに⨨し、

ୡ⏺㑇⏘コࢰーンに近いࢳ࢝ࢸョ・トルෆのࢼ࣑࢝

（ࢸࢽ࣑ࣗ以後.�コ）ࢸࢽ࣑ࣗコ・(DPLQDQL.)ࢽ

の一部とする㸦ᅗ 1㸧。.� コࢸࢽ࣑ࣗは対象地ෆの
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中ᗞの名（.DPLQDQL）より名けられ、ᅗ 2 に♧した

ように 3 つの「⾲中ᗞ」注 2）をᅖࡴ㐃⥆した住宅で構

ᡂされている㸦ᅗ �㸧。また、㐨㊰ഃ住戸の 1 階部分

のከくはᗑ⯒となっている。

��� ㄪᰝෆᐜ

　地⡠ᅗによると、.� コࢸࢽ࣑ࣗには 42 のࣟࣉッ

トがᏑᅾするが、本研究ではこのうࡕ⿕災後の共同建

᭰えに同ពし、ୟつㄪᰝをᢎㅙした 31 ௳の住宅にᒃ住

する 27 ୡᖏを対象とする。

　ㄪᰝでは 31 ௳の住宅の実 ཬࡧ 27 ୡᖏに対するࣄ

ㄪᰝをࢢンࣜ 2015 年 10 月 8 ᪥ࠥ 10 月 18 ᪥の 10 ᪥

間で行った。ㄪᰝෆ容は、ㄪᰝ点における住宅の空

間構ᡂのグ㘓ཬࡧ住宅の⿕ᐖ≧ἣ、⿕災前後における

住宅のわれ᪉やୡᖏの住まい᪉、建に関わるពྥ

についてᢕᥱを行った。

　ᑦ、本研究ではㄪᰝ対象となる 31 ௳の住宅の⿕災前

後の空間構ᡂと 27 ୡᖏ住まいの対ᛂを分析し、対象地

⿕災前後におけるᒃ住ᙧ態の変化を明らかにすること

をヨࡳる。

��� 本✏のᵓᡂ

　本稿は 5 ❶で構ᡂされる。2 ❶ではࢿワールのఏ⤫

的住宅の空間構ᡂとㄪᰝ対象ୡᖏの基本ᒓ性を♧し、3

ᅗ 1�対象ᆅの⨨ὀ1㸧
ᅗ ��対象ᆅのᖹ㠃ὀ�㸧

ᅗ のఏ⤫的住宅の空間ᵓᡂ࣮ࣝ࣡ࢿ　�

ᅗ �　対象ᆅの住宅 1R�1� のྛ㝵ᖹ㠃㸦ㄪᰝᙜ㸧
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中ᗞの名（.DPLQDQL）より名けられ、ᅗ 2 に♧した

ように 3 つの「⾲中ᗞ」注 2）をᅖࡴ㐃⥆した住宅で構

ᡂされている㸦ᅗ �㸧。また、㐨㊰ഃ住戸の 1 階部分

のከくはᗑ⯒となっている。

��� ㄪᰝෆᐜ

　地⡠ᅗによると、.� コࢸࢽ࣑ࣗには 42 のࣟࣉッ

トがᏑᅾするが、本研究ではこのうࡕ⿕災後の共同建

᭰えに同ពし、ୟつㄪᰝをᢎㅙした 31 ௳の住宅にᒃ住

する 27 ୡᖏを対象とする。

　ㄪᰝでは 31 ௳の住宅の実 ཬࡧ 27 ୡᖏに対するࣄ

ㄪᰝをࢢンࣜ 2015 年 10 月 8 ᪥ࠥ 10 月 18 ᪥の 10 ᪥

間で行った。ㄪᰝෆ容は、ㄪᰝ点における住宅の空

間構ᡂのグ㘓ཬࡧ住宅の⿕ᐖ≧ἣ、⿕災前後における

住宅のわれ᪉やୡᖏの住まい᪉、建に関わるពྥ

についてᢕᥱを行った。

　ᑦ、本研究ではㄪᰝ対象となる 31 ௳の住宅の⿕災前

後の空間構ᡂと 27 ୡᖏ住まいの対ᛂを分析し、対象地

⿕災前後におけるᒃ住ᙧ態の変化を明らかにすること

をヨࡳる。

��� 本✏のᵓᡂ

　本稿は 5 ❶で構ᡂされる。2 ❶ではࢿワールのఏ⤫

的住宅の空間構ᡂとㄪᰝ対象ୡᖏの基本ᒓ性を♧し、3

ᅗ 1�対象ᆅの⨨ὀ1㸧
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❶では対象住宅の⿕ᐖᴫ要を㏙、ୡᖏࡈとの住まい

の対ᛂを㢮ᆺ化する。それに㋃まえ、4 ❶では住まい

の対ᛂ㢮ᆺูにୡᖏの⿕災前後のヲ⣽なᒃ住ᙧ態の変

化をࡳる。᭱後に、5 ❶で上グの⪃ᐹから得られた⤖

ㄽをまとめる。

�� ⨨のఏ⤫的住宅の空間ᵓᡂとㄪᰝ対象の࣮ࣝ࣡ࢿ

ࡅ

��1� のఏ⤫的住宅の空間ᵓᡂ࣮ࣝ࣡ࢿ

　:ROIJDQJ(198�)文 9）は、ࢿワールのఏ⤫的住宅の空

間構ᡂの特ᚩとして、はレン࢞⤌✚造の 4、5階建てが

ከく、ྛ階は以下のようにᶵ能を分化していると㏙

ている。

　1 階は࢙ࣜࢳとばれ、便ᡤ、ᗜが㓄⨨され、ま
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の 4つの㢮ᆺに分けられた。ୡᖏの⫋ᴗは▼工、大工、

᙮้ᖌなど物࡙くり⣔がከく、ධはᅇ⟅をᣄྰする

ୡᖏがከいため、༑分なデータが得られなかった。ま

た、同住宅でのᒃ住Ṕが 100 年を超える௳ᩘが大༙を

༨める㸦ᅗ �㸧。

　また、31 ௳の住宅の中、築年ᩘは 100 年を超えるも

のが༙ᩘ近い㸦ᅗ �㸧。

�� ⿕ᐖのᴫせཬࡧ住࠸ࡲの対ᛂ

　対象地では、地震によるṚ者はなかったが、⿕ᐖが

大きかった上層階を᧔ཤした経⦋がࡳられた注 5）。⿕

災前の対象地では、31௳の住宅のうࡕ、�階建ては1௳、

5階建ては22௳、4階建ては�௳、3階建ては2௳である。

⿕災後のㄪᰝᙜにおいて、31 ௳のう5、ࡕ 階建ては

4 ௳、4 階建ては 13 ௳、3 階建ては 10 ௳、2 階建ては

4௳である（ᅗ 7）。

　⿕災後、対象地ではᨻᗓによるᨭがなく、住民⮬

ら上層階の᧔ཤసᴗと௬設住宅の建設がを行った。᧔

ཤにకう階ᩘのῶᑡにకい、ᅗ 8 に♧したような 5 つ

の住まいの対ᛂが行われた。

　まず、住宅の⿕ᐖがᑠさく、元の住宅でのᒃ住を⥅

⥆した対ᛂを「$� 元の住宅から⛣㌿↓し」とする。こ

の㢮ᆺには、7 ୡᖏがヱᙜする。この 7 ୡᖏ以外のୡ

ᖏは、⿕災前と␗なる住宅の⛣㌿がࡳられ、⛣㌿ඛ

の㐪いにより、対象地ෆの住宅に⛣㌿する対ᛂを%、

対象地外の住宅に⛣㌿する対ᛂを &とする。

　「%� 対象地ෆの住ᒃに⛣㌿」には、3 ୡᖏがᙜて

はまり、よりヲ⣽には、「%�1�元の住宅を用し⥆ける」

と「%�2� 元の住宅を用しない」の 2 ✀㢮の対ᛂに分

けられる。%�1 の 2 ୡᖏはୡᖏဨの一部のࡳが対象地

の住宅に⛣㌿し、後者 1 ୡᖏはୡᖏဨが元の住宅

から㌿出し、対象地の住宅に⛣㌿することになった。

　「&� 対象地外の住宅に⛣㌿」は、ᒃ住者が対象地か

ら㞳れ、コࢸࢽ࣑ࣗが建設したシ࢙ルター、外部の

シ࢙ルター注 �）、ᐙやぶᡉ宅等の住宅に⛣㌿した

対ᛂをᣦす。「&�1� 元の住宅を用し⥆ける」の 8 ୡ

ᖏはୡᖏဨの一部のࡳが対象地外の住宅に⛣㌿、また

はୡᖏဨが対象地外の住宅に⛣㌿したが㣗事の際に

元の住宅にᡠり、「&�2� 元の住宅を用しない」の 9

ୡᖏはୡᖏဨが対象地を㞳れ、外部の住宅に⛣㌿す

る対ᛂをした。

�� 住࠸ࡲの対ᛂの㢮ᆺูにࡿࡳ対象ୡᖏの⿕⅏๓ᚋᒃ

住ᙧែの変化

　本❶では、住まいの対ᛂ㢮ᆺูにୡᖏの⿕災前後の

ᒃ住ᙧ態の変化を⪃ᐹする。

(1)ඖの住宅ࡽ⛣㌿↓し㸦$㸧

　ヱᙜする 7ୡᖏは、ୡᖏ構ᡂが「᰾ᐙ᪘ୡᖏ」、「᰾

ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」で、ẚ㍑的༢⣧なୡᖏ構

ᡂである点で共㏻している。

　住宅の空間構ᡂに関しては、7 ௳の住宅うࡕ、⿕

災前にఏ⤫的な空間構ᡂを⥔ᣢしていた住宅は 4 ௳

（1R�8、1R�10、1R�11、1R�12）であった。一᪉、⥔ᣢ

していなかった 3 ௳では、中間層にᗜを設けていた

事例が 2 ௳（1R�2、1R�3）、᭱上層にᐷᐊを設けてい

た事例が 1 ௳（1R�18E）あり、ㄪ理・㣗事ᐊは 7 ௳

が᭱上層に設けていた。

　⿕災後は、7ୡᖏとも同ࡌ住宅でᒃ住を⥅⥆したが、

ᅗ �　�� ୡᖏにࡿࡼ住࠸ࡲの対ᛂ

住
ま
い
の
対
応

該
当
世
帯
（
数
）

�௳ �௳ 1௳ �௳ 9௳

$�ඖの住宅ࡽ
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の 4つの㢮ᆺに分けられた。ୡᖏの⫋ᴗは▼工、大工、

᙮้ᖌなど物࡙くり⣔がከく、ධはᅇ⟅をᣄྰする

ୡᖏがከいため、༑分なデータが得られなかった。ま

た、同住宅でのᒃ住Ṕが 100 年を超える௳ᩘが大༙を

༨める㸦ᅗ �㸧。

　また、31 ௳の住宅の中、築年ᩘは 100 年を超えるも

のが༙ᩘ近い㸦ᅗ �㸧。

�� ⿕ᐖのᴫせཬࡧ住࠸ࡲの対ᛂ

　対象地では、地震によるṚ者はなかったが、⿕ᐖが

大きかった上層階を᧔ཤした経⦋がࡳられた注 5）。⿕

災前の対象地では、31௳の住宅のうࡕ、�階建ては1௳、

5階建ては22௳、4階建ては�௳、3階建ては2௳である。

⿕災後のㄪᰝᙜにおいて、31 ௳のう5、ࡕ 階建ては

4 ௳、4 階建ては 13 ௳、3 階建ては 10 ௳、2 階建ては

4௳である（ᅗ 7）。

　⿕災後、対象地ではᨻᗓによるᨭがなく、住民⮬

ら上層階の᧔ཤసᴗと௬設住宅の建設がを行った。᧔

ཤにకう階ᩘのῶᑡにకい、ᅗ 8 に♧したような 5 つ

の住まいの対ᛂが行われた。

　まず、住宅の⿕ᐖがᑠさく、元の住宅でのᒃ住を⥅
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の㐪いにより、対象地ෆの住宅に⛣㌿する対ᛂを%、
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はまり、よりヲ⣽には、「%�1�元の住宅を用し⥆ける」

と「%�2� 元の住宅を用しない」の 2 ✀㢮の対ᛂに分

けられる。%�1 の 2 ୡᖏはୡᖏဨの一部のࡳが対象地

の住宅に⛣㌿し、後者 1 ୡᖏはୡᖏဨが元の住宅

から㌿出し、対象地の住宅に⛣㌿することになった。

　「&� 対象地外の住宅に⛣㌿」は、ᒃ住者が対象地か

ら㞳れ、コࢸࢽ࣑ࣗが建設したシ࢙ルター、外部の

シ࢙ルター注 �）、ᐙやぶᡉ宅等の住宅に⛣㌿した

対ᛂをᣦす。「&�1� 元の住宅を用し⥆ける」の 8 ୡ

ᖏはୡᖏဨの一部のࡳが対象地外の住宅に⛣㌿、また

はୡᖏဨが対象地外の住宅に⛣㌿したが㣗事の際に

元の住宅にᡠり、「&�2� 元の住宅を用しない」の 9

ୡᖏはୡᖏဨが対象地を㞳れ、外部の住宅に⛣㌿す

る対ᛂをした。
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ᒃ住ᙧ態の変化を⪃ᐹする。
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　ヱᙜする 7ୡᖏは、ୡᖏ構ᡂが「᰾ᐙ᪘ୡᖏ」、「᰾

ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」で、ẚ㍑的༢⣧なୡᖏ構

ᡂである点で共㏻している。

　住宅の空間構ᡂに関しては、7 ௳の住宅うࡕ、⿕

災前にఏ⤫的な空間構ᡂを⥔ᣢしていた住宅は 4 ௳

（1R�8、1R�10、1R�11、1R�12）であった。一᪉、⥔ᣢ

していなかった 3 ௳では、中間層にᗜを設けていた

事例が 2 ௳（1R�2、1R�3）、᭱上層にᐷᐊを設けてい

た事例が 1 ௳（1R�18E）あり、ㄪ理・㣗事ᐊは 7 ௳

が᭱上層に設けていた。

　⿕災後は、7ୡᖏとも同ࡌ住宅でᒃ住を⥅⥆したが、

ᅗ �　�� ୡᖏにࡿࡼ住࠸ࡲの対ᛂ

住
ま
い
の
対
応

該
当
世
帯
（
数
）

�௳ �௳ 1௳ �௳ 9௳

$�ඖの住宅ࡽ
⛣㌿↓し

%�対象ᆅෆの住宅に⛣㌿

%�1�ඖの住宅を用し⥆ࡿࡅ %���ඖの住宅を用し࠸࡞ &�1�ඖの住宅を用し⥆ࡿࡅ &���ඖの住宅を用し࠸࡞

&�対象ᆅእの住宅に⛣㌿

No.2, No.3, No.8, 
No.10, No.11, No.12, 
No.18b

No.1, No.6, No.7, 
No.15, No.16, No.20, 
No.18a, No.21b

No.9, No.19(22), 
No.21a, No.25, 
No.26(27), No.29, 
No.30, No.32, No.33

No.13, 
No.17+23(24)

No.34

対象ᆅ

ඖの住宅

対象ᆅ

ඖの住宅 住宅

୍㒊⛣㌿

対象ᆅ

ඖの
住宅

ࡀࢸࢽ࣑ࣗࢥ
建設し࣮ࢱ࢙ࣝࢩࡓ

እ㒊の࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

外部の住宅

୍㒊⛣㌿

対象ᆅ

ඖの
住宅
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እ㒊の࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

外部の住宅

全⛣㌿

対象ᆅ

ඖの住宅 住宅

全⛣㌿

ᅗ 9　�� ୡᖏ⿕⅏๓ᚋのᒃ住ᙧែ �1

ୡᖏᵓᡂ住࠸ࡲの対ᛂ
⿕⅏๓の
ᒃ住ᙧែ ⿕⅏ᚋのᒃ住ᙧែୡᖏ
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い
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⿕⅏๓の対象ᆅ住ᒃ

ఏ⤫的空間ᵓᡂ

⿕⅏ᚋの対象ᆅ住ᒃ

建設ࢸࢽ࣑ࣗࢥ
࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

እ㒊࣮ࢱ࢙ࣝࢩ
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᮶ࡁ⾜

࠙ୡᖏᵓᡂのซ例ࠚ

࠙住宅のซ例ࠚ

M’,M,m,m’

F’, F,  f, f’

㸻

⏨

ዪ
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対象ᆅ

ඖの
住宅

ࡀࢸࢽ࣑ࣗࢥ
建設し࣮ࢱ࢙ࣝࢩࡓ

እ㒊の࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

外部の住宅
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ඖ
の
住
Ꮿ
ࢆ

⏝
ࡍ
ࡿ

B.2.

対象ᆅ

ඖの住宅
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ඖの住宅 住宅

୍㒊⛣㌿

対象ᆅ

ඖの住宅 住宅

全⛣㌿

᰾ᐙ᪘�ぶୡ௦
ୡᖏࡿᡂࡽ

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
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ᅗ 9　�� ୡᖏ⿕⅏๓ᚋのᒃ住ᙧែ ��

住宅のわれ᪉に変化がࡳられた。住宅階ᩘに変化が

ない 1 ௳は⿕災前と同ࡌ空間構ᡂを⥅⥆していたが

（1R�18E）、2 ௳はᒇ上㟢ྎをわなくなり（1R�8、

1R�12）、その 4 ௳の住宅は階ᩘがῶᑡした。階ᩘ

が変わった 4 ௳のうࡕ 1 ௳に空間構ᡂの変化がࡳられ

（1R�10）、ලయ的にはㄪ理・㣗事ᐊを᭱上層から中

間層に⛣設していた。⤖ᯝとして、⿕災後において

ఏ⤫的な空間構ᡂを⥔ᣢしていた住宅は 3 ௳（1R�8、

1R�11、1R�12）になった。

��� ඖの住宅を用し⥆ࠊࡽࡀ࡞ࡅ対象ᆅෆの住宅

に⛣㌿㸦%�1㸧

　ヱᙜする 2 ୡᖏのୡᖏ構ᡂは「ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘

㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である。2 ୡᖏ⿕災前後のᒃ

住ᙧ態は下グの㏻りである。

　ୡᖏ 1R�17�23（24）は中ᗞをᣳࡴ住宅 1R�17 と住宅

1R�23（24）をᡤ有し、⿕災前は 2 ௳を行き᮶しなが

ら⏕活していた。住宅 1R�23（24）にはẕ（84）およ

ḟ⏨のፉࡧ 2 人がᒃ住し、住宅 1R�17 には㛗⏨一ᐙと

ḟ⏨ኵ፬がᒃ住するが、ḟ⏨ኵ፬は 1R�23（24）で㣗

事をしていた。⿕災後、住宅 1R�23（24）がẚ㍑的大

きい⿕ᐖを受けたため、住宅 1R�23（24）にẕのࡳ、

住宅 1R�17 にのୡᖏဨがᒃ住し、ୡᖏဨが住宅

1R�17 で㣗事をする住まい᪉になった。2௳の空間構ᡂ

をぢてࡳると、⿕災前、1R�17 は地上階にᐷᐊやᒃ間

を設け、1R�23（24）はఏ⤫の構ᡂを⥔ᣢしていたが、

⿕災後は 1R�17 に変化がぢられず、1R�23（24）はㄪ理

ୡᖏᵓᡂ住࠸ࡲの対ᛂ
⿕⅏๓の
ᒃ住ᙧែ ⿕⅏ᚋのᒃ住ᙧែୡᖏ
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ᅗ 9　�� ୡᖏ⿕⅏๓ᚋのᒃ住ᙧែ ��

住宅のわれ᪉に変化がࡳられた。住宅階ᩘに変化が

ない 1 ௳は⿕災前と同ࡌ空間構ᡂを⥅⥆していたが

（1R�18E）、2 ௳はᒇ上㟢ྎをわなくなり（1R�8、

1R�12）、その 4 ௳の住宅は階ᩘがῶᑡした。階ᩘ

が変わった 4 ௳のうࡕ 1 ௳に空間構ᡂの変化がࡳられ

（1R�10）、ලయ的にはㄪ理・㣗事ᐊを᭱上層から中

間層に⛣設していた。⤖ᯝとして、⿕災後において

ఏ⤫的な空間構ᡂを⥔ᣢしていた住宅は 3 ௳（1R�8、

1R�11、1R�12）になった。

��� ඖの住宅を用し⥆ࠊࡽࡀ࡞ࡅ対象ᆅෆの住宅

に⛣㌿㸦%�1㸧

　ヱᙜする 2 ୡᖏのୡᖏ構ᡂは「ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘

㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である。2 ୡᖏ⿕災前後のᒃ

住ᙧ態は下グの㏻りである。

　ୡᖏ 1R�17�23（24）は中ᗞをᣳࡴ住宅 1R�17 と住宅

1R�23（24）をᡤ有し、⿕災前は 2 ௳を行き᮶しなが

ら⏕活していた。住宅 1R�23（24）にはẕ（84）およ

ḟ⏨のፉࡧ 2 人がᒃ住し、住宅 1R�17 には㛗⏨一ᐙと

ḟ⏨ኵ፬がᒃ住するが、ḟ⏨ኵ፬は 1R�23（24）で㣗

事をしていた。⿕災後、住宅 1R�23（24）がẚ㍑的大

きい⿕ᐖを受けたため、住宅 1R�23（24）にẕのࡳ、

住宅 1R�17 にのୡᖏဨがᒃ住し、ୡᖏဨが住宅

1R�17 で㣗事をする住まい᪉になった。2௳の空間構ᡂ

をぢてࡳると、⿕災前、1R�17 は地上階にᐷᐊやᒃ間

を設け、1R�23（24）はఏ⤫の構ᡂを⥔ᣢしていたが、

⿕災後は 1R�17 に変化がぢられず、1R�23（24）はㄪ理

ୡᖏᵓᡂ住࠸ࡲの対ᛂ
⿕⅏๓の
ᒃ住ᙧែ ⿕⅏ᚋのᒃ住ᙧែୡᖏ
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対象ᆅ

ඖの
住宅

ࡀࢸࢽ࣑ࣗࢥ
建設し࣮ࢱ࢙ࣝࢩࡓ

እ㒊の࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

外部の住宅

全⛣㌿

対象ᆅ

ඖの
住宅

ࡀࢸࢽ࣑ࣗࢥ
建設し࣮ࢱ࢙ࣝࢩࡓ

እ㒊の࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

外部の住宅

୍㒊⛣㌿

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
�ぶୡ௦ࡽᡂࡿୡᖏ

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
�ぶୡ௦ࡽᡂࡿୡᖏ

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
�ぶୡ௦ࡽᡂࡿୡᖏ

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
�ぶୡ௦ࡽᡂࡿୡᖏ

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
ୡᖏࡿᡂࡽ

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘
ୡᖏࡿᡂࡽ

᰾ᐙ᪘�ぶୡ௦
ୡᖏࡿᡂࡽ

᰾ᐙ᪘�ぶୡ௦
ୡᖏࡿᡂࡽ

᰾ᐙ᪘�ぶୡ௦
ୡᖏࡿᡂࡽ

᰾ᐙ᪘ୡᖏ

᰾ᐙ᪘ୡᖏ

�ڻ㟢ྎ
㸸♳⚏ᐊۍ
★㸸ㄪ⌮・㣗事ᐊ
㸸ᒃ間ۑ
㸸ᐷᐊ۔
㸸㈈⏘ᐊۿ
㸸ᗜڧ
㸸౽ᡤک
⯒㸸ᗑڵ
ࣉࢵࣙࢩࢡ㸸࣮࣡ڳ

�܉ᒃ住࡞し

⿕⅏๓の対象ᆅ住ᒃ

ఏ⤫的空間ᵓᡂ

⿕⅏ᚋの対象ᆅ住ᒃ

建設ࢸࢽ࣑ࣗࢥ
࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

እ㒊࣮ࢱ࢙ࣝࢩ

እ㒊住ᒃ

᮶ࡁ⾜

࠙ୡᖏᵓᡂのซ例ࠚ

࠙住宅のซ例ࠚ

M’,M,m,m’

F’, F,  f, f’

㸻

⏨

ዪ

ᒃ住⪅

ኵ፬㛵ಀ

ぶᏊ㛵ಀ

ᘵ㛵ಀ

ซ例 ・㣗事ᐊを᧔ཤしていた。

　ୡᖏ 1R�13 は⿕災前、ୡᖏဨが 1 つの住宅にᒃ住

していたが、⿕災後ではḟ⏨ᐙ᪘ 4 人が住宅 1R�14 を

りて⛣㌿し、ṧりのୡᖏဨ 5 人は対象地外の住宅に

⛣㌿した。⿕災前、住宅 1R�13 の空間構ᡂはఏ⤫の構

ᡂであり、⿕災後住宅 1R�14 の空間構ᡂは☜ㄆされて

いない。

��� ඖの住宅を用ࡎࡏにࠊ対象ᆅෆの住宅に⛣㌿

㸦%��㸧

　この対ᛂをした1ୡᖏ（1R�34）は᰾ᐙ᪘ୡᖏであり、

元の住宅からぶ᪘がᡤ有する住宅 1R�31 をり、⛣㌿

した。⿕災前の住宅 1R�34 空間構ᡂはఏ⤫的なもので

あった。⿕災後の空間構ᡂは☜ㄆできなかった。

��� ඖの住宅を用し⥆ࠊࡽࡀ࡞ࡅ対象ᆅእの住宅に

⛣㌿㸦&�1㸧

　ヱᙜする 8 ୡᖏ中、� ୡᖏはୡᖏဨの一部が対象地

からに㞳れて外部に⛣㌿し、その 2 ୡᖏはୡᖏ

ဨの一部またはဨが対象地外の住宅でᑵᐷし、㣗事

の際に元の住宅にᡠる住まい᪉をしていた。前者 � ୡ

ᖏは「ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘からᡂるୡᖏ」、「ᘵጜ

ጒとྛ᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」であり、後者 2

ୡᖏは「᰾ᐙ᪘ୡᖏ」、「᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」

である。

　住宅の空間構ᡂに関しては、⿕災前にఏ⤫的な空

間構ᡂを⥔ᣢしていた住宅は 5 ௳（1R�1�、1R�18D、

1R�7、1R�20、1R�21E）あり、1௳は地上階にᐷᐊやᒃ間、

中間層にᗜを設けていた（1R�15）、1 ௳は᭱上層

にᗜを設けていた（1R��）。また、4௳の住宅（1R�1、

1R��、1R�15、1R�1�）では、ୡᖏဨが分かれてㄪ理・

㣗事をする住まい᪉をするため、ㄪ理・㣗事ᐊを 2 つ

ᣢࡕ、そのうࡕ 1 ௳が᭱上階にあるㄪ理・㣗事ᐊ以外

に中間層にㄪ理・㣗事ᐊを設けていた（1R�1）。の

3௳はㄪ理・㣗事ᐊを᭱上層に 2つ設けていた。

　⿕災後の空間構ᡂの変化は 8 ௳にて変化ࡳられ、

ఏ⤫的な構ᡂを⥅⥆した住宅はᏑᅾしなかった。ලయ

的な変化としては、1 ௳（1R�1�）がᐷᐊ・ᒃ間を中間

層から地上階に⛣設、1 ௳（1R�18D）がᐷᐊ・ᒃ間を

᭱上層に⛣設した。ୡᖏဨの一部が対象地からに

㞳れたୡᖏのうࡕ 3௳（1R�1、1R��、1R�1�）は、⿕災

前ㄪ理・㣗事ᐊを住宅に 2 つ設けたが、⿕災後はୡᖏ

ဨの㌿出にకい、1つになった。また、1௳（1R�21E）

は地震に㈇യしたୡᖏဨ 1 人のࡳが住宅の地上階に

ᒃ住し、のୡᖏဨ㌿出したため、ㄪ理・㣗事ᐊをᣢ

たなくなった。

��� ඖの住宅を用ࡎࡏにࠊ対象ᆅእの住宅に⛣㌿

㸦&��㸧

　ヱᙜする 9 ୡᖏ中、外部の 1 つの住宅に⛣㌿したの

は5ୡᖏである。その中、⾑⦕関係がある2ୡᖏ（1R�30

と 1R�33）は、共にコࢸࢽ࣑ࣗが建設したシ࢙ルタ

ーに⛣㌿、1ୡᖏ（1R�21D）が外部シ࢙ルターに⛣㌿、

2 ୡᖏ（1R�25、1R�29）が外部の住宅に⛣㌿した。

これらのୡᖏ構ᡂに関しては、1R�30 と 1R�33 の 2 ୡ

ᖏが「ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘からᡂるୡᖏ」と「ᘵጜ

ጒとྛ᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」であり、3 ୡᖏ

（1R�21D、1R�25、1R�29）が「᰾ᐙ᪘ୡᖏ」、「᰾ᐙ

᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である。

　 そ の  4 ୡ ᖏ（1R�9、1R�19(22)、1R�2�(27)、

1R�32）は外部において2つの住宅でୡᖏ分㞳がⓎ⏕し、

そのう3ࡕୡᖏ（1R�19(22)、1R�2�(27)、1R�32）が「

ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘からᡂるୡᖏ」と「ᘵጜጒとྛ᰾

ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である注7）。

　また、⿕災前にఏ⤫的な空間構ᡂを⥔ᣢしていた

住 宅 は � ௳（1R�9、1R�19(22)、1R�25、1R�2�(27)、

1R�32、1R�33）あり、その、中間層に便ᡤを設けて

いた住宅が 1 ௳（1R�21D）、ᗜを設けた住宅が 2 ௳

(1R�29、1R�30) であった。

�� ⤖ㄽ

　本稿では、対象ୡᖏによる⿕災後の住まいの対ᛂを

分㢮し、⿕災前後のᒃ住ᙧ態の変化を⪃ᐹした。⤖ㄽ

として、以下の▱ぢが得られた：

(1) ㄪᰝ対象ୡᖏによる⿕災後の住まいの対ᛂはከ様

であり、「$� 元の住宅から⛣㌿↓し」、「%�1� 元の住

宅を用し⥆けながら、対象地ෆの住宅に⛣㌿」、

「%�2�元の住宅を用ࡏず、対象地ෆの住宅に⛣㌿」、

「&�1� 元の住宅を用し⥆けながら、対象地外の住宅

に⛣㌿」、「&�2� 元の住宅を用ࡏずに、対象地外の

住宅に⛣㌿」の 5つの㢮ᆺに分けることができた。

(2)「$�元の住宅から⛣㌿↓し」の対ᛂをしたୡᖏは、

住宅の⿕ᐖがᑡなく、空間構ᡂの変化も⃭しくない。

また、この対ᛂをしたୡᖏはて「᰾ᐙ᪘ୡᖏ」、「᰾

ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である。

(3)「%� 対象地ෆの住宅に⛣㌿」（「%�1� 元の住宅

を用し⥆けながら、対象地ෆの住宅に⛣㌿」、

「%�2� 元の住宅を用ࡏずに、対象地ෆの住宅に⛣

㌿」）したୡᖏは、⾑⦕関係にあるୡᖏがᡤ有する住

宅と⛣㌿する対ᛂを行っていた。

(4) ୡᖏ分㞳をする⛣㌿の対ᛂ（「%�1� 元の住宅を
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用し⥆けながら、対象地ෆの住宅に⛣㌿」、「&�1�元

の住宅を用し⥆けながら、対象地外の住宅に⛣㌿」、

「&�2�元の住宅を用ࡏずに、対象地外の住宅に⛣㌿」

のう2、ࡕ つの住宅にୡᖏが分かれて⛣㌿したሙ合）

をしたୡᖏは、「ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘からᡂるୡᖏ」、

「ᘵጜጒとྛ᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」がከい。

一᪉、ୡᖏ分㞳をしない⛣㌿の対ᛂ（「%�2� 元の住宅

を用ࡏずに、対象地ෆの住宅に⛣㌿」、「&�2� 元

の住宅を用ࡏずに、対象地外の住宅に⛣㌿」のうࡕ、

1 つの住宅に⛣㌿したሙ合）をしたୡᖏはࡰ「᰾ᐙ

᪘ୡᖏ」、「᰾ᐙ᪘㸩ぶୡ代からᡂるୡᖏ」である。

(5) 対象地においては⿕災前、ఏ⤫的な空間構ᡂを⥔

ᣢしていた住宅は⣙༙ᩘに㐣ࡂないが、ㄪ理・㣗事ᐊ

は᭱ࡰ上層に設けられ、ㄪ理・㣗事ᐊについてのつ

๎はᏲられていたとゝえる。それに対し、⿕災後、ㄪ

理・㣗事ᐊを᭱上層に設けたሙ合はከᩘである一᪉、

ㄪ理・㣗事ᐊを設けない住宅や中間層または地上階に

設ける事例もぢられた。

　以上が本稿で得られた▱ぢである。

注
注 1）バࢡタࣉル市よりධ手し、筆者加筆。
注 2）住宅・建物のࢭࢡスに利用する中ᗞを「⾲中ᗞ」と⛠する。

ཧ⪃文献 8）をཧ↷。
注 3）バࢡタࣉル市よりධ手した地⡠ᅗを筆者加筆。
注 ワールఏ⤫の住宅はษጔᒇ᰿ᙧᘧだが、対象地の住宅はフࣛࢿ（4

ットᒇ᰿ᙧᘧである。
注 5）対象地の住宅の⿕ᐖは上層からᦆ壊しており、ㄪᰝᙜの階ᩘ

のῶᑡはಽ壊・᧔ཤによる⤖ᯝである。
注 �）本稿では、震災 2ࣨ月以ෆにコࢸࢽ࣑ࣗが元の住宅にᒃ住す

るのがᅔ㞴なୡᖏのために建設した௬設住宅を「コࢸࢽ࣑ࣗ
が建設したシ࢙ルター」、ᨻᗓ・ᅋయなどが建設した௬設住宅
を「外部のシ࢙ルター」と⛠する。ཧ⪃文献 10）をཧ↷。

注 7）ୡᖏ分㞳した 4ୡᖏが住宅間を行き᮶しているかについては⪺
きྲྀれていない。

ཧ⪃文献
文 1）85/�1HSDO (DUWKTXDNH 2015� 'LVDVWHU UHFRYHU\ DQG 

UHFRQVWUXFWLRQ LQIRUPDWLRQ SODWIRUP� ZHEVLWH KWWS���
GUUSRUWDO�JRY�QS�QGUULS�PDLQ�KWPO"LG 0� DFFHVVHG RQ 2QG 
-XQH 201�

文 2）㯮ᕝ ㈼一㸪ᕸ㔝 ಟྖ㸪パント ࣔࣁン㸪ᶓ井  �デࣁ 
ン࢜࢞ ( ࢬトマン࢝ � パールࢿ ) の空間構ᡂ その 2 � 住ᒃ �
ールࢧルマࢲ � ㎷と住༊構ᡂ㸪᪥本建築学会計画⣔ㄽ文集㸪➨
525 ྕ㸪SS�191�199㸪1999�11�

文 � ⩝㸪㇂ෆ 㯞里Ꮚ㸪ሷ㇂ ኖࣜࢧࢣ ࢼトࣛ ࢸパࣕࢪࣛࣉ（3 
との行ືと空間ㄆ㆑からぢいࡧワール᪘の住まいにおける人ࢿ
だされる空間ᴫᛕ �とࢼ࢝地のコ┅トマンド࢝・パールࢿ 
ブン࢞マࢸのሙ合㸪᪥本建築学会計画⣔ㄽ文集㸪➨ 73 ᕳ㸪
➨ �27 ྕ㸪SS�939�94�㸪2008�05�

文 ワール᪘の住まいと住⏕活ࢿ：ࣜࢧࢣ ࢼトࣛ ࢸパࣕࢪࣛࣉ（4
における行ືつ制について：ࢿパール・࢝トマンド┅地の
市ᒃ住༊ 10 ␒のሙ合࣑ࢸ � 85/�KWWSV���PLPDVDND�MS�
OLEUDU\�WKHPHV�SGI�V\XXVKL�2008�UDWRQD�SGI

文 5）㇂ෆ 㯞里Ꮚ �と࢞ワール᪘の住まいにおけるバࢿ 5047 
ί・ίのほᛕの変化 �デ࣎・地┅トマンド࢝・パールࢿ 
のሙ合(建築計画)㸪᪥本建築学会近␥ᨭ部研究報告集�計画⣔㸪
➨ 53 ྕ㸪SS�185�188㸪2013�05�

文 �）ᑠ⏿ ற平㸪Ლཎ ᆂ介㸪᭪ 㤶ఀ㸪⏿ ⫄一㸪ࣜࣕࢪル +� %� � 
 ワール᪘の事例ࢿルにᒃ住するࣉタࢡ地バ┅ࢬトマン࢝ 5801
�パールにおけるఏ⤫的住ᒃの空間構ᡂに関する研究 そのࢿ 
2( ᾏ外ᒃ住 (2) 東༡ࢿ・ࢪパール � 建築計画 ,,)㸪学術
ㅮ₇᱾ᴫ集 �(�2� 建築計画 ,,� 住ᒃ・住宅地 � ㎰ᮧ計画 � 教
⫱㸪➨ 2001 ᕳ㸪SS�489�490㸪2001�07�

文 パール、パタンᪧ市⾤地ࢿ 7498 � キࣕ ࣛタ㸪大❑ 之ࢧ（7
の中ᗞᆺ集住యにおける1934年大震災後の㑊㞴⏕活の実態(㑊
㞴行ື計画 (2)� 都市計画 �2014 年度᪥本建築学会大会 ( 近␥ )
学術ㅮ₇会・建築デࢨンⓎ⾲会)㸪学術ㅮ₇᱾ᴫ集㸪➨2014ᕳ㸪
SS�1085�108�㸪2014�09�

文 パールのṔྐ都市における中ᗞᆺ集住యの共ࢿ：キࣕ ࣛタࢧ（8
用空間の⟶理シス࣒ࢸに関する研究：パタンᪧ市⾤地を対象と
して � 学ㄽ文 �　2013�

文 9）.RUQ :ROIJDQJ� 7KH 7UDGLWRQDO $UFKLWHFWXUH RI WKH 
.DWKPDQGX 9DOOH\� 5DWQD 3XVWDN� %KDQGDU� .DWKPDQGX� 
1(3$/� 198��

文 キࣕ ࣛタࢧ（10 �高 ᐮ �大月 ᩄ㞝 �井本 బಖ里 �⸨⏣ ᝆᶞ：
震災直後から現ᅾまでの地域コࢸࢽ࣑ࣗの༠ാ活ືにࡳる
スと共ຓయ制：2015ࢭࣟࣉ⯆ 年ࢿパール・ࢦル࢝地震後の⯆
・住宅建計画に関する研究 その 1� ( ᾏ外の災ᐖ・コࢽ࣑ࣗ
建計画�建築計画�201�年度᪥本建築学会大会(ᕞ)・ࢸ
学術ㅮ₇会・建築デࢨンⓎ⾲会)㸪学術ㅮ₇᱾ᴫ集㸪➨201�ᕳ㸪
SS�1098�1099㸪201��08�

ㅰ㎡
　本研究は、-67 ࢿパール地震関㐃 国際⥭急共同研究・ㄪᰝᨭࣉ
㎰ᮧ部におけࡧパール地震後の都市部およࢿ」（',3$�5-）࣒ࣛࢢࣟ
る住宅建ࢭࣟࣉスに関する研究（研究代⾲者：大月ᩄ㞝㸪8PHVK 
0DOOD）」により実施されました。本研究のࣜࣄンࢢㄪᰝにあたり、
%LMD\D 6KUHVWKD Ặにࡈ༠ຊをいただき、また、ㄪᰝ対象となった
7HNKDFKR 7ROH の住民の༠ຊをいただきました。ここにឤㅰのពを⏦
し上げます。
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